






研究目的 

 昭和60年度厚生省心身障害研究における核黄疸に関する研究で,50例の剖検例核黄疸症

例について分析し,極小あるいは超未熟児においては総ビリルビン 10mg/dl 以下でも核黄

疸発生の危険性が高いことを述べた。また,核黄疸助長因子の重要性についても触れた。 

 今回は遂に成熟児における核黄疸について臨床的研究を行った。すなわち,最近数年間の

成熟児核黄疸症例は激減しているという印象をもち,また治療面においても,交換輸血を要

するような症例も減り,交換輸血の適応値もやや上昇している印象をもったため,後方視的

にみて交換輸血の臨界値を求めることも本研究の目的とした。 


